PYC News[2](Mar2015) 「ことばが話せればそれで安心？」

しばらく前のご家族のお話です。小学校３年生のアスペルガー症候群と診断された女の子が社会スキル練習グループに参加してみたらと勧められたそうです。最近自分でいろいろやれるようになりお友達への興味も出てきたから、という流れがあったそうです。

練習の後、校庭でその子は別の子に近づいて「ボールで遊ばない？」と尋ねました。返事は「やだ」「ボールで遊ばない？」今度はもっと大きな声で言いました。「やだ！」もっと大きな声で返事が返ってきます。そんなことがしばらく続いたそうです。

また、別のご家族で小学校４年生の男の子のお母さんがぼやいていました。掃除の時間やり方を以前に注意された先生が激怒しているのに、その子にはそれが伝わらなかったらしく「態度が悪い」（ことばでは返事していた）と怒り倍増、カンカンにさせて帰ってきたそうです。本人にとってみれば「こういう時にはこういうんだよ」と教えられた通りに答えたのにどうして？だったようです。

こんな例から、必要な機能の備わっていない「スキル」がうまく働くわけもないのがわかります。子供同士の遊びは十分複雑で、ことばのパタンや繰り返しではないですし、大人とだって感情の強さが全然伝わらないとすっかりすれ違ってしまいます。

どうしてこんなことが起こるのか？ことばが話せればそれで安心か？考えてみましょう。

二つの例はいずれも、ことば以外のコミュニケーションの要素を無視していたようです。コミュニケーションのチャンネルにはことばの他に、顔の表情、視線、姿勢、口調、声の大きさ、トーン、互いの距離、互いの関わりの積み重ね／歴史、相手との関係性等多くあります。そういった多くの種類の情報を五感、いや六感まで駆使して情報処理が瞬時に行われ、その情報を統合して反応します。定型発達脳ではこの過程はことばが出てくるようになる、はるか前からの経験の積み重ねで自然とできるようになります。

さらにことばの意味だけでなく、なぜ気持ち／感情が響くように共感して伝わるのか。前号でも書きましたがパタンで１対１のやりとりを返すなら電子辞書やロボットのイメージで単一回路しか稼働しません。定型発達脳ではことばー意味を受け取りつつ、そのことばやその時の相手の表情を起点に、経験ー感情軸に無数の脳の神経回路が活性化し記憶が想起（自分が知っていることを知らない、意識していない記憶なので潜在記憶）されます。感情的な反応のベースはこの無数の脳の神経回路のつながりの瞬時の活性化です。

悲しい話を聞いて知らず涙がにじんでくるのは無数の潜在記憶の存在と無数の神経回路のつながりがあるからですが、ASDの脳ではこういった神経回路のつながりが不足していることがfMRIの分析でしばらく前からわかっています。

そういった潜在記憶や脳の神経回路のつながりは全て経験で形成されます。感情のサイン＝ことば以外のチャンネルに注意が向き、気づき、感じ受け取り、自分に映し出して（ミラーニューロンの働きによる）感じる、という経験の積み重ねです。この積み重ねがなくてことばだけが話せても気持ちが通じ合うコミュニケーションにはならないでしょう。

脳の新たな神経回路のつながりを作る、感情ベースの記憶が生まれるような経験をいかにしていくかを軸にプログラムに取り組むことで、脳はどんどん変えていけます。最近の脳科学研究の進歩でそれが証明されています。

そんなわけで、ひとつずつ言葉やことばでパタンを教える、という方法に私はあまり賛成できません。RDIでは教える、というより自分で感じて考える経験へ導く、ガイドすることがベースです。回り道のようで面倒かもしれませんが、その価値があると思います。
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